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論

費量

天
保
時
代
白
西
陣

第
十
九
巻

(
第
一
且
腕

ハ
C
)

、La

ノ

J
J
E

天

保

時

代

の

西

陣

本

庄

柴

治

耳目

徳
川
時
代
に
於

τ文
化
山
最
高
潮
に
達
し
た
る
時
代
は
二
つ
ゐ
る
。

一
は
一
克
鵡
時
代
で
あ
b
、
他
は
大
御
所
時

代
で
あ
る
o

然
し
一
克
続
時
代
の
文
化
は
京
大
阪

ω文
化
が
江
戸
に
移
し
植
h
ら
れ
て
咲
き
誇
る
に
至
り
し
ご
き
で

ゐ
り
、
文
化
文
政
の
大
御
所
持
代
は
そ
れ
が
嫡
熟
し
て
江
戸
の
特
色
を
帯
び
、
江
戸
趣
味
の
極
致
を
用
組
し
た
る
ご

き
で
あ
っ
た
o
然
し
こ
の
文
化
り
高
湖
期
は
、
同
時
に
政
治
経
済
祉
曾
組
織
の
上
か
ら
見
れ
ば
、
徳
川
幕
府
衰
額

の
兆
を
腕
胎
せ
る
時
で
ゐ
る
ご
考
へ
る
。
一
克
職
時
代
で
は
阪
に
幕
府
は
財
政

ω窮
乏
に
陥
h
、
町
人
階
級
は
漸
〈

勃
川
県
じ
来
っ
て
従
来
的
武
士
を
首
位
百

L
、
町
人
を
末
位
さ
せ
る
枇
曾
組
織
を
援
す
べ
き
形
勢
ご
な
り
、
大
御
所

時
代
に
は
政
治
枇
曾
経
柄
上
に
一
同
一
つ

τ、
幕
府

ω鼎
ω腕
重
は
阪
に
問
は
れ
つ
、
ゐ
っ
た
も
の
で
あ
る
o

輩
、
明

和
天
明
山
下
地
上
の
時
代
を
経
過
し

τ、
寛
政
の
治
を
見
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
人
は
唯
、
泰
卒
に
慣
れ
い

て
惰
山
胸
り
気
風
一
世
に
普
〈
、
定
信
り
政
治
も
『
世
の
中
に
蚊
程
う
る
苫
き
も
の
は
な
し
、
文
武
ご
い
ふ
て
夜
も

疲
ら
れ
中
」
の
一
句
に
葬
b
去
ら
れ
、
文
化
文
政
の
時
代
ざ
な
っ
て
は
、
車
有
修
世
を
蔽
ふ
の
有
慌
で
あ
b
、
士
風



は
頒
療
L
、
幕
府
茨
滅
の
兆
は
明
か
に
各
方
面
に
ゐ
ら
は
れ
て
衆
化
。
噌
』
の
時
代
を
享
け
て
世
は
天
保
の
時
代
ご

な
り
、
飢
健
あ
り
、
洪
水
あ
り
、
物
債
は
暴
騰

L
、
諸
侯
の
財
政
は
盆
窮
迫
し
、
町
人
の
米
騒
動
や
百
姓
一
授
が

所
在
に
起
h
J
、
大
櫨
卒
八
郎
の
飢
も
此
時
代
に
起
っ
た
も
の
で
あ
る
。
幕
府
に
は
老
中
水
野
越
前
守
忠
邦
が
あ
っ

て
、
常
に
松
平
定
信
を
憶
ひ
、
享
保
寛
政
の
治
に
復
せ
ん
ニ
ピ
を
欲
し
、
穏
々
の
改
革
を
行
っ
た
。
之
れ
が
所
謂

天
保
の
改
革
で
あ
る
c

然
L
忠
邦
の
努
力
も
幕
府
の
衰
運
を
支
ふ
る
に
由
な
〈
、
改
革
の
辛
擦
に
し
て
急
激
な
ら

し
セ
め
却
っ
て
上
下
の
怨
を
買
ひ
し
視
が
ゐ
っ
た
。

西
陣
は
卒
安
築
都
以
前
段
に
一
個
の
機
業
地
で
ゐ
っ
た
。
徳
川
時
代
の
初
め
に
は
山
口
、
堺
等
の
機
業
も
一
友

へ
、
関
東
奥
羽
相
各
地
に
は
機
業
は
未
に
盛
な
ら
す
、
博
多
織
は
天
正
年
間
よ
り
存
続
し
て
居
る
が
、
ぞ
の
勢
大
な

ら
子
、
調
b
わ
が
西
陣
の
み
が
綿
織
物
の
産
地
ざ
し
て
薪
然
そ
の
顕
角
を
著
は
し
、
且
卒
和
の
綴
〈
に
従
ひ
、
生

活
の
程
度
も
上
進
し
、
両
陣
機
業
は
盆
後
遺
の
域
に
進
み

L
も
の
で
あ
る
。
俗
に
西
陣
燐
り
古
稀
せ
ら
る
、
享
保

十
五
年
の
京
都
の
大
火
に
は
『
西
陣
織
屋
の
機
定
圃
木
綿
機
織
機
定
園
西
機
絹
織
の
機
定
国
数
、
今
度
類
焼
之

分
、
三
千
十
二
機
、
上
西
陣
下
西
陣
之
機
数
七
千
俄
の
内
三
云
L

Z
あ
ろ
か
ら
、
骨
同
時
の
盛
況
は
察
す
る
に
難
〈

は
な
い
。
勿
論
こ
り
火
災
の
た
め
に
織
屋
の
蒙
っ
た
被
害
は
随
分
大
な
る
も
の
が
ゐ
っ
た
に
相
違
な
い
o

家

ee傍

炉
れ
機
墓
を
失
っ
た
織
屋
は
、

ぞ
れ
が
新
迭
さ
る
、
ま
で
、
共
業
に
従
事
す
る
こ
ど
が
出
来
十
、
男
一
は
土
工
又
は

論

叢

ハ
九
五

天
保
同
代
の
西
国

第
十
九
巻

(
第
五
貌

ノ、

) 

「西陣天狗筆記J上容1) 
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策
」
一

災
主
目
ぜ
見
れ
ば
、
上
下
西
陣
織
機
定
闘
之
焼
己
数
は
三
千
十
二
は
た
、
七
千
品
川
之
内
書
慌
に
成
ぬ
。
ま
わ
ル
延
享
一
冗
割
問
引

具』

m
w
I」

災

陣

究

天

間

研

「
「
半

開

同

開

品
名
「

第
十
九
巻
(
第
五
腕

木
工
ご
な
っ
て
目
白
延
期
す
る
も
の
が
少
〈
な
か
っ
た
ご
い
ふ
-
て
己
で
め
る
o

品市道

天
保
時
代
作
一
周
陣

叢

ハ
九
六

八
代
時
間
軍
吉
宗
の
工
蕃
殖
産
の
奨
胤
に
件
ふ
て
各
地
に
機
業
が
次
第
に
勃
興
し
、
両
陣
機
業
に
劃
し
て
有
力
な

る
競
争
者
を
生
中
る
に
至
り
、
従
来
西
陣
の
有
せ

L
濁
占
的
地
位
は
、
時
刑
に
破
壊
せ
ら
れ
ん
さ
す
る
に
至
っ
た
。

蕊
に
於
て
西
陣
は
一
方
に
於
て
幕
府
の
保
護
を
求
め
、
之
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
を
維
持
す
る
て
共
に
、
機
業
家
内

部
の
団
結
及
び
取
締
を
厳
に
し
以
て
従
来
の
地
位
を
維
持
せ
ん
正
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
天
明
八
年
正
月
仁
京
都

に
大
火
が
あ
っ
て
、

西
陣
も
亦
そ
の
災
厄
に
か
、

h
、
機
業
家
の
困
懲
甚
し
〈
、
日
明
工
徒
弟
相
つ
い
で
逃
己
阿
散

L
、
各
地
に
入
っ
て
機
業
を
管
み
、
之
が
た
め
西
陣
は
大
な
る
打
撃
伝
受
け
た
が
、
西
陣
高
機
械
尾
奉
耳
目
人
取
究

所
を
設
局
し
て
漸
〈
ご
れ
が
離
散
を
防
向
、
こ
Z
、
な
っ
た
。
然
る
に
天
保
時
代
に
入
つ
て
は
稜
々
な
る
方
面
目
ら

又
々
釘
撃
を
受
〈
る
こ
己
、
な
り
、
機
業
家
は
非
常
な
る
窮
迫
拡
態
に
陥
っ
た
も
の
で
ゐ
っ
た
。

「
西
陣
天
品
川
筆
記
」
に
日
〈
寸
夫
陣
織
屋
天
文
之
頃
は
大
台
人
座
中
三
拾
一
軒
に

τゐ
り

L
に
、
御
陛
治
れ
る
し
た

が
ひ
て
慶
長
の
頃
に
は
日
本
の
紋
織
物
下
々
ま
で
や
う
/
¥
に
取
ゐ
っ
か
ふ
や
う
に
な

b
L
に
・
享
保
年
中
は
火

甲
子
十
一
月
よ
り
資
勝
五
年
亥
六
月
迄
十
二
ヶ
年
の
問
に
織
尾

E

家
数
高
機
織
屋
千
百
七
十
七
軒
(
中
時
}
天
明
一
万
辛

1
1
年
よ
り
寛
政

A
丙
反
年
迄
二
千
百
二
十
軒
(
内
、
四
百
軒
斗
件
織
)
幾
千
七
百
二
十
軒
、
機
数
凡
二
千
五
百
八
十
機
、

天
保
十
巳
亥
年
よ
h
同
十
三
年
一
良
七
月
迄
、
但
御
改
革
前
、

二
千
百
十
人
軒
(
内
、
三
百
十
八
軒
休
職
)
礎
り
千
七
百
五

)

)

}
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十
八
軒
機
数
三
千
百
六
十
四
枚
、
」
一
五
々
芭
ゐ
っ
て
、
家
数
も
機
数
も
増
加
し
て
居
り
、
享
保
の
大
火
以
後
究
第
に

回
復
せ
し
如
〈
で
あ
る
が
、

ニ
れ
の
み
で
西
陣
の
盛
衰
を
卜
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
ち
、
上
述

ω如
き
諸
麗
の
事

情
を
綜
合
し
て
考
ム
れ
ば
、
後
展
よ
ら
は
寧
み
衰
退
せ

L
も
の
に
非
予
や
Z
考
へ
ら
れ
る
。

ぞ
れ
は
兎
に
角
ご

L
て
、
以
下
天
保
年
間
に
於
て
西
陣

ω機
業
に
大
な
る
影
響
を
奥
へ
わ
ん
二
」
一
の
事
件
に
つ
い
V

τ
説
明
し
た
い
v
t
思
A
P
而

L
τ
此
等
の
事
件
は
機
業
の
殺
展
に
寄
奥
し
た
も
の
で
は
な
〈

L
t
、
却
て
そ
の
一
一
表

額
仁
関
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

。

(
註
)
草
保
大
火
回
と
き
の
回
仲
田
樹
監
は
、
従
東
一
般
に
「
翁
草
」
巻
二
一
l
=
一
に
よ
っ
て
『
問
陣
織
屈
の
高
機
開
樹
木
嗣
掛
今
度
嗣
焼
心
分
三
時
十

。

ニ
樹
、
凡
卜
京
糟
輔
勘
士
商
品
闘
の
内
也
』
と
さ
れ
て
居
る
が
、
「
西
陣
天
狗
筆
記
し
に
は
四
帥
焼
の
こ
と
に
ワ
V

て
は
『
家
書
弁
に
翁
草
を
拾
ふ
者

。

。

也
』
と
し
て
翻
焼
三
千
十
二
輔
、
圭
噛
酎
七
千
俄
と
い
ふ
般
宇
が
掲
げ
で
あ
る
。
私
は
共
後
白
樺
般
と
劃
附
し
て
考
へ
て
、
事
る
「
問
昨
天
拍
肇

間
」
由
駈
宇
山
方
が
趨
首
の
や
う
に
思
ム
。
「
閏
陣
天
拘
筆
記
」
も
「
翁
草
」
を
品
世
間
せ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
=
一
高
十
二
棟
、
と
あ
る
は
、
何
撃
か
の

設
り
で
は
あ
る
ま
い
か
。
伯
、
後
考
を
侠
ワ
。

天
保
に
入
っ

τ西
陣
の
機
業
は
大
な
る
影
響
を
受
け
た
が
、
共
の
一
は
天
保
の
飢
催
で
あ
る
。
天
保
の
飢
俸
の

詳
細
に
つ
い
て
は
別
著
に
譲
る
こ
吉
、
す
る
が
、
所
講
天
保
の
飢
健
な
る
も
の
は
、
天
保
四
年
Z
七
年
記
の
前
後

岡
田
に
起
っ
た
も
の
を
指
す
G

先
づ
四
年
の
飢
僅
の
影
響
に
つ
い
て
之
を
見
る
に
、
米
田
恨
暴
騰
し
て
世
上
騒
が
し

〈
、
生
活
困
難
に
陥
h
L
者
少
か
ら
子
、
天
保
四
年
七
月
よ
h
十
二
月
迄
に
京
都
市
中
の
拾
子
四
百
七
十
六
人
、

論

叢

第
十
九
曹

天
保
叫
代
の
西
陣

(
第
五
蹴

/、

} 

、
九
七
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論

天
保
時
代
田
岡
陣

第
十
九
巻

(
第
五
貌

ハ
九
九

ハ
凹
)

叢

行
倒
れ
死
人
五
百
八
十
人
俳
に
及
び
諸
荷
貰
は
不
景
気
で
あ
り
『
殊
に
西
陣
織
犀
共
織
物
不
捌
に
て
」
苦
し
み
し
ご

い
ふ
こ
さ
で
あ
る
。

後
の
飢
僅
に
つ
い
て
は
、

そ
の
影
響
は
更
に
一
一
盾
甚
し
き
も
の
が
め
っ
た
。
郎
ち
『
西
陣
諸
織
物
不
捌
前
代
未

聞
の
事
に
て
如
何
稜
下
直
に
て
も
買
取
呉
作
不
申
、
依
之
休
機
同
前
品
。
酉
の
年
(
天
保
八
年
)
奉
よ
h
は
百
軒
の
機

屋
の
内
、

一
二
軒
よ
b
仕
事
致
居
不
申
、
夫
連
も
一
機
か
二
機
じ
て
是
も
御
用
向
の
御
品
に
て
仲
買
の
仕
込
み
品

は
一
切
無
之
、
諸
商
責
ご
も
大
不
景
気
に
候
へ
共
、
西
陣
の
織
職
程
に
あ
き
ま
し
〈
は
無
之
候
』
。
か
(
の
如
〈
休

機
同
様
で
あ
る
か
ら
職
工
等
の
時
職
せ
る
も
の
も
少
〈
な
い
。
飢
僅
の
際
ご

τ食
物
の
庖
が
繁
昌
す
る
所
か
ら

『
職
人
、
手
間
取
、
そ
ら
引
衆
中
も
食
用
の
品
を
商
ひ
被
致
候
。
昼
立
の
煎
り
候
が
一
文
に
て
至
う
て
小
さ
き
豆

に
て
七
粒
、
是
も
能
〈
責
れ
候
。
常
町
(
五
社
町
)
杯
は
軒
並
に
頁
被
申
候
』
。
ま
た
窮
乏
せ
る
職
工
に
劃
す
る
救
済

策
ご
し
て
粥
施
行
が
行
は
れ
た
c

『
一
五
誓
願
寺
黒
門
東
入
興
徳
寺
に
て
三
月
十
入
日
又
ぎ
か
ら
七
月
十
二
日
迄
毎

日
両
陣
織
物
手
間
取
人
計
り
へ
荊
施
行
、

一
人
前
米
一
人
口

ω積
に
有
之
候
。
ト
拍
始
め
は
二
千
人

ω見
込
に
候
庭
、

四
月
頃
よ
り
六
千
人
徐

h
に
及
仮
に
付
、
無
様
極
々
薄
粥
に
致
候
。
施
主
は
議
絹
仲
買
中
、
三
井
、
大
丸
、
蛭
子

屋
、
白
木
屋
掠
都
而
大
厄
方
正
宮
町
(
五
辻
町
)
八
庄
べ
入
藤
、

入
六
杯
面
々
持
寄
申
候
』
ο

か
、
る
有
様
で
あ
っ
た

が
翌
九
年
正
月
に
な
っ

τ人
気
稲
I
引
き
立
ち
、
西
陣
織
物
捌
方
の
見
込
が
つ
き
、
休
機
者
も
追
々
織
り
出
す
や

う
に
な
っ
た
が
、
糸
債
高
直
の
た
め
猶
困
窮
せ
る
も
の
が
少
〈
な
か
っ
た
も
の
の
如
く
で
ゐ
る

Q
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四

天
保
年
聞
の
西
陣
機
業
の
衰
退
を
謹
明
す
る
他
の
事
件
は
、
他
の
機
業
地
の
後
展
に
件
ふ
も
の
で
あ
っ
て
、
-
』

れ
は
製
品
己
原
料

t
技
術
ご
の
三
方
面
か
ら
見
る
こ
芭
が
出
来
る
。

入
代
将
軍

ω殖
産
奨
胤
以
後
、
各
地
に
機
業
が
起
h
、
こ
れ
が
柁
め
に
原
料
生
訴
を
そ
の
方
面
に
吸
枚
せ
ら

れ
、
殊
に
従
来
京
都
に
謝
す
る
生
紙
供
給
地
た

h
L地
方
に
於
て
、
機
業
勃
興
し
侍
め
に
生
総
を
移
入
せ
争
、
却

τ製
織
品
を
移
入
し
、
若
〈
は
京
都
の
紙
問
屋
が
そ
の
生
品
仰
を
西
陣
に
販
責
せ
や
し
て
他
の
機
業
地
に
逆
迭
す
る

に
於
て
は
、
西
陣
は
賞
に
二
重
の
座
迫
を
蒙
る
も
の
古
い
は
な
り
れ
ば
な
ら
向
。
ま
た
西
陣
の
技
術
が
或
は
械
工

の
守
奪
に
よ
り
、
或
は
染
屋
練
屋
等
が
他
国
の
注
文
を
引
受
く
る
・
」
Z
に
よ
っ
て
、
他
の
機
業
地
仁
移
植
さ
る
、

ニ
マ
」
も
西
陣
に
芭
つ
て
は
非
常
な
る
苦
痛
で
あ
る
。
此
等
の
出
来
事
に
掛
し

τ西
陣
の
機
業
家
は
常
に
幕
府
的
保

護
hv』
請
ふ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
其
例
は
古
く
よ
り
一
屡
I
存
ず
る
所
で
あ
る
が
、
天
保
年
間
に
も
其
等
の
事
例
に
乏

し
(
な
い
l
o

例
へ
ば
天
保
十
年
の
織
屋
よ
h
の
陳
情
書
に
は
『
何
分
繰
作
一
元
は
田
舎
の
儀
に
て
、
近
年
来
他
国
所
々

に
て
西
陣
織
物
に
仕
似
せ
種
々
織
物
仕
出
し
、
段
々
Z
御
嘗
地
総
廻
り
諸
問
b
、
同
舎
へ
総
帥
押
し
〈
相
捌
り
、
国
舎

絹
は
自
ら
下
直
に
相
成
、
御
嘗
地
へ
多
分
入
込
、
他
閤
絹
彩
敷
相
成
、
御
嘗
地
は
勿
論
諸
方
へ
相
廻
り
御
嘗
地
諸

織
物
捌
取
怒
し
〈
候
に
付
、
絹
寅
捌
直
段
下
落
仕
、
西
陣
織
職
、
共
外
、
線
道
携
候
者
一
同
差
支
に
相
成
」
云
々

ぎ
の
ち
、
之
れ
に
劃
し
て
同
年
十
二
月
に
、
「
和
総
絹
問
屋
之
外
商
人
共
儀
諸
国
に
て
西
陣
同
様
之
織
物
仕
出
し
候

論

議

天
保
時
代
白
岡
陣

第
十
九
巻

{
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五
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論

叢

天
保
時
代
目
閲
陣

第
十
九
巻

(
第
五
競

七

0
0

を
多
分
買
入
貰
買
致

L
、
主
(
外
素
人
之
者
共
狼
に
悦
綿
貫
買
増
長
致
候
故
、
自
然
ご
付
制
度
段
高
直
に
相
成
、
西
陣
織

屋
一
同
捕
増
之
丞
蕊
微
難
継
之
趣
相
聞
不
蒋
之
事
に
付
、
己
来
右
問
屋
外
商
人
共
他
闘
よ
り
西
陣
織
物
Z
同
様
の

口
問
織
出
し
其
外
絹
布
類
潟
差
登
候
共
決
而
直
買
致
問
致
、
其
外
素
人
共
狼
に
総
責
買
致
問
教
候
」
云
々
吉
の
燭
書

を
費
せ
る
如
き
、
或
は
織
屋
が
天
保
六
年
六
月
及
び
入
年
二
月
に
染
居
及
び
練
屋
に
濁
L
て
田
舎
よ
り
の
注
文
を

一
切
引
受
け
ざ
る
こ
吉
、
せ
し
が
如
、
吉
、
印
ち
そ
れ
で
ゐ
る
。
然
し
こ
れ
等
の
駄
に
つ
い
て
は
私
は
拙
著
「
経
済

史
研
究
」
に
於
て
阪
に
や
、
詳
細
に
遮
ぺ

L
所
で
あ
る
か
ら
、
今
は
以
上
の
注
意
を
な
す
の
み
に
止
め
て
お
く
。

五

天
保
年
間
に
於
て
西
陣
機
業
家
の
家
り
し
他
の
重
大
な
る
影
響
は
天
保
の
改
革
で
あ
る
。

天
保
の
改
革
は
前
遁
の
如
く
水
野
越
前
守
が
享
保
寛
政
の
政
治
を
手
本
ご
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
づ

俄
約
令
を
布
い
て
奪
修
日
聞
の
製
品
喝
、
購
買
使
用
を
禁
じ
、
風
俗
矯
正
の
震
の
に
劇
場
寄
席
遊
廓
等
を
厳
重
に
取
締

h
、
富
識
の
奥
行
を
停
止
し
、
官
紀
の
振
粛
に
意
を
用
ゐ
、
武
事
ぞ
奨
闘
し
、
文
教
を
起
す
に
意
を
用
ゐ
た
。
ま

た
経
済
上
の
施
設
記
し
て
は
、
濁
占
の
弊
害
を
除
い
て
物
債
の
騰
貴
を
防
「
だ
め
、
問
屋
仲
間
の
組
合
廃
止
を
断

行

L
、
農
民
の
都
市
集
中
を
防
「
た
め
に
、
江
戸
へ
の
移
住
出
稼
の
取
締
を
殿
重
に
し
た
。
政
治
上
財
政
上
の
施

設
さ
し
て
、
或
は
江
戸
大
阪
附
近
の
地
を
幕
府
の
手
に
牧
む
る
の
策
を
立
て
、
或
は
印
種
沼
閲
撃
の
完
成
を
計
量
E

し
た
こ
ご
も
あ
る
。
但
風
俗
の
矯
E
、
安
修
禁
止
等
の
こ
Z
に
つ
い
て
は
天
保
七
八
年
頃
に
も
其
例
が
あ
る
が
、

617頁以下1) 



通
常
天
保
の
大
改
革
ぜ
し
て
行
以
れ
た
も
の
は
、
天
保
十
二
年
五
月
か
ら
同
十
四
年
間
九
月
迄
の
こ
ご
で
ゐ
品
。

こ
の
改
革
は
保
守
的
反
動
的
の
も
の
で
あ
る
が
、
ま
た
急
激
で
あ
h
且
巌
峻
で
ゐ
っ
て
、
時
務
に
麹
せ
宇
遂
に

失
敗
に
掃
し
た
次
第
で
あ
る
。
然
に
そ
の
影
響
の
及
ぶ
所
は
非
常
じ
大
な
る
も
の
が
あ

b
、
諸
大
名
の
領
内
に
於

τも
、
幕
府
の
方
針
を
模
倣

L
、
随
分
常
識
外
れ
の
こ
ご
ま
で
も
行
は
れ
た
ゃ
う
で
あ
る
。

~ ，、

天
保
の
改
革
は
京
都
殊
に
西
陣
の
機
業
に
封
し

τ如
何
な
る
影
響
を
奥
へ
た
で
あ
ら
う
か
。
先
づ
慈
に
は
少

L

〈
京
都
に
お
け
る
朕
況
を
遮
ぺ
て
見
た
い
古
思
ふ
。

嘗
時
の
所
司
代
は
牧
野
備
前
守
忠
雅
で
、
東
町
奉
行
は
本
多
筑
前
守
、
西
町
奉
行
は
柴
田
日
向
守
で
あ
る
が
、

岡
奉
行
所
に
輿
力
三
騎
同
心
五
名
宛
を
禁
奈
A
T
に
つ
い
て
の
日
付
役
芭
し
て
置

C
ニ
吉
、
な
っ
た
。
而
し
て
各
積

の
禁
A
7
M
V

雨
下
悟
れ
て
ゐ
る
が
、
試
み
に
そ
の
二
三
の
も
の
に
就
い
て
逃
ぷ
れ
ば
次
の
如
〈
で
ゐ
る
。

一
、
此
度
問
屈
と
唱
へ
候
向
都
て
諸
向
株
札
を
以
て
、
仲
間
組
合
目
類
、
井
貸
付
諸
合
所
綿
慣
れ
に
相
成
り
、
尤
も
諸
商
H
V

物
赴
迄
御
制
禁
の
外

は
、
何
に
よ
ら
ず
、
素
人
共
茸
買
勝
手
女
第
た
る
べ
〈
候
、

て
諸
向
御
冥
加
金
運
上
隼
悉
〈
蜘
兎
仰
出
さ
れ
帳
、

一
、
生
肴
、
控
肴
、
野
菜
唱
干
物
縮
、
共
件
、
何
品
に
不
寄
、
府
商
白
ロ
聞
は
夫
々
値
段
北
出
世
可
申
候
事
、

て
町
人
の
分
は
縦
へ
大
家
、
小
家
、
駕
家
、
新
家
に
拘
は

ιず
、
町
人
は
町
人
心
分
に
て
一
世
内
事
に
候
問
、
白
他
に
梼
ら

f
銘
々
相
恨
h
F

質
素

命
的
を
相
守
り
候
ベ
き
事
、
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論

叢

天
保
時
代
の
西
陣

第
十
九
巻

(
第
五
貌

大

λ
)

七
O 

一
、
高
金
白
衣
類
、
櫛
、
拝
、
簡
甲
、
金
銀
の
類
停
止
、
町
家
白
分
は
衣
類
成
る
だ
け
目
立
た
ぎ
る
様
、
国
四
日
へ
納
、
木
絢
た
り
と
も
、
古
世
申
目
立

候
染
拝
。
類
相
成
ら
ず
、
さ
り
と
て
目
立
た
す
ば
縮
緬
、
羽
二
重
の
掴
守
し
か
ら
ず
と
申
す
に
も
あ
ら
ず
。

て
衣
類
男
女
と
も
総
て
嗣
服
に
致
ナ
ペ
き
事
、

一
、
縮
緬
類
、
襟
、
袖
口
に
て
も
無
用
白
事
、

て
唐
物
類
一
切
着
用
致
す
ま
じ
舎
事
、

一
、
扇
、
図
扇
白
手
鑑
り
候
品
、
手
拭
前
垂
等
に
物
好
き
な
る
染
模
様
白
掴
、

一
、
挽
灯
田
火
袋
、
紅
白
彩
色
、
又
仕
上
白
方
器
に
で
塗
り
、
共
四
件
手
鑑
り
仕
立
て
た
る
類
、

一
、
花
火
親
香
組
、
翫
び
人
形
類
、
小
さ
(
候
て
も
手
錨
り
候
品
、

一
、
女
心
履
物
白
鼻
緒
に
絹
類
を
用
ひ
候
儀
其
外
物
好
に
捺
へ
候
類
又
は
男
女
共
塗
下
駄
目
頼
、
何
れ
も
禁
止
、

一
、
男
は
日
傘
を
相
用
ひ
帳
儀
女
は
調
織
を
者
用
致
す
ま
じ

f
候
事
、

一
、
茶
湯
‘
諸
講
、
琴
、
三
時
椋
き
ら
へ
講
無
用
白
事
、

一
、
器
珊
璃
、
端
唄
稽
古
致
す
ま
じ
き
事
、

一
、
近
京
市
女
房
、
填
等
市
中
ヘ
出
行

f
に
も
祷
を
酔
ら
げ
鞠
時
四
裾
除
を
致
し
、
不
遠
慮
に
横
行
致

L
幌
は
、
京
風
の
寄
振
を
失
ひ
、
樺
ま
し
き
凪

俗
に
推
移

H
不
埼
白
儀
に
帳
。
向
後
市
中
横
行
に
裾
を
か
ら
げ
候
儀
相
成
ら
ぎ
る
事
、

一
、
女
髪
結
践
し
〈
御
差
留
仰
山
さ
れ
、
井
に
髪
怖
縮
緬
白
色
切
を
用
口
申
す
ま
じ
き
事
、
但
男
髪
結
庫
は
桐
差
置
き
に
幌
へ

E
も
‘
精
ひ
賃
成
丈

値
下
に
致
す
べ
き
様
仰
渡
さ
れ
一
統
に
廿
ニ
式
白
定
に
相
成
り
候
事
、

一
、
市
中
に
於
て
、
料
理
屋
、
と
唱
へ
入
れ
寄
せ
致
し
、
或
は
巾
宿
又
は
遊
所
へ
白
便
刺
の
筋
、
梱
停
止
。
但
あ
り
き
た
り
白
料
理
屋
、
仕
出
島
田
向

は
是
詣
の
語
り
櫛
免
、

て
綿
貫
主
拍
勿
論
、
町
舞
子
椋
に
で
も
紛
ら
は
し
き
所
行
の
者
は
桐
時
肱
の
上
最
重
に
仰
付
け
ら
る
べ
き
事
、



こ
れ
等
の
後
A
T
に
よ
っ
て
天
保
の
改
革
の
性
質
の
一
面
は
之
を
窺
ひ
得
る
彪
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
禁
止
、
取

締
に
依
っ
て
如
何
な
る
影
響
を
奥
へ
た
で
あ
ら
う
か
。
京
都
で
は
吟
味
見
廻
等
も
厳
重
で
、
衣
服
髪
結
等
に
つ
い

て
法
度
に
背
い
て
御
答
を
蒙
っ
た
も
の
も
少
〈
な
い
。
衣
服
は
大
方
木
綿
に
な
っ
た
け
れ
H

に
も
、
髪
結
業
が
不
正

の
稼
業
Z
し
て
禁
止
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
、
め
、
「
旦
套
山

共
計
り
な
る
故
、
何
れ
も
女
は
見
苦
し
き
統
髪
計
り
な

b
L
に
そ
、
叉
御
胸
有
り
て
杭
援
は
綴
多
、
非
人
同
様
な

れ
ば
、
決
し
て
不
相
成
、
髪
結
に
結
は
せ
守
し
て
銘
々
互
に
結
ひ
あ
ふ
事
は
苦
し
か
色
ざ
れ
ば
、
し
か
す
べ

L
Z

の
御
腕
あ
り
。
御
奉
行
に
も
御
苦
勢
の
事
な
り
」
o

華
街
の
取
締
に
就
て
は
「
川
東
の
青
棲
々
々
悉
〈
召
抱
の
遊
女

共
召
連
れ
四
僚
芝
居
に
召
出
さ
れ
、
女
共
身
元
井
責
ら
れ
た
る
始
末
一
身
札
し
Z
な
り
、
迫
て
沙
汰
致
す
迄
客
を

取
る
事
不
相
成
己
申
渡
さ
れ

L
か
ば
、
其
夜
よ
hJ
一
統
に
掛
行
燈
を
引
き
門
口
を
閉
有
一
ぬ
。
其
後
一
カ
計
b
御
兎

な
り
し
吉
も
、
祇
園
町
計
h
ノ
は
許
苫
れ
し
ご
も
い
ふ
。
さ
れ
ど
も
何
れ
も
粗
服
に
し
て
、
他
へ
出
る
事
を
禁
守
ら

れ
、
客
も
手
代
召
還
の
類
を
相
手
古
す
る
事
を
差
留
め
ら
れ
、
主
(
身
代
も
臨
時
妓
二
永
、
遊
女
一
朱
ご
之
を
定
め
ら

れ
、
之
を
現
銀
な
ら
で
は
客
正
す
べ
か
ら
宇
Z
申
渡
さ
れ
し
ご
い
ふ
。
自
ら
止
み
ぬ
る
様
の
計
ら
ひ
な
る
べ
し
』

ま
た
『
株
潰
れ
ぬ
る
故
一
向
替
は
い
ふ
に
及
ば
守
、
金
銭
の
預
け
、
貸
付
等
を
悉
〈
取
戻
3
ん
ご
す
、
何
れ
一
一
統
に

人
気
立
騒
ぎ
し
事
な
れ
ば
、
大
に
騒
動
せ
し
ご
い
ふ
」
o

然
る
に
東
西
の
奥
力
同
心
等
の
悪
事
が
拙
相
殺
さ
れ
、
斯

る
混
雑
に
乗
じ
て
「
洛
賊
共
頒
に
俳
個

L
夜
は
い
I

ふ
に
及
ば
守
、
自
室
芭
離
も
人
を
剥
取
る
杯
傍
若
無
人
な
ち
ご

天
保
時
代
の
囲
陣

論

叢

(
第
瓦
競

ハ
九
)

七
C
コ一

第
十
九
巻
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7

論

叢

天
保
時
代

の
西
陣

第
十
九
巷

(第

五
號

七
〇
)
.

七
〇
凹

い
藁

然
し
其
後
嘉

美
な
表

服
薯

・
者
な
ど
羅

え
ず

し
あ

覚

・
・
峯

育

吾

・
は
禁
服

着
用
者
が
三
條
橋
會
所
で
叱
責
さ
れ
、
九
月
十
日
に
は
役
人
が
市
中
を
巡
見
し
て

『
男
女
禁
服
着
用
、
及
、
目
立

候
品
着
用
の
者
、
叉
櫛
笄
密
鼈
甲
者
勿
論
蒔
絡
の
櫛

に
至
る
迄
夫

々
御
吟
味
の
上
御
福
捕
ヌ
は
其
場
所

に
て
御
取

上
げ
御
呵
り
に
て
相
濟
候
分
懸
敷
事
に
て
、
町
御
預
け
に
相
成
候
者
五
十
五
人
有
之
、
軽
き
は
三
貫
交
重
き
は
五

貫
文
過
料
被
仰
渡
事
済

に
相
成
候
事
。
諸
寺
肚
奉
納
の
絶
馬
額
の
内

に
通
用
銭
を
用
ひ
把
る
物
、
歌
舞
妓
役
者
等

の
姿
糟
、
押
繕
、
役
者
遊
女
等
の
名
前
目
立
俵
物
総
而
取
梛
可
申
旨
被
御
渡
候
事
」
。
而
1
/七

改
革
の
前

後

に
よ

の

b
物
償

の
差
違

は
次
の
如

く
で
あ

っ
淀
。

男 湯 武 奥 上
'髪

州 州 曾

結 銭 上 中

安 。 訂 代
髪 叩 口口 糸

警 藥 乳 子 男 系 糸 宙蹴 晶
士 禁 呑 一 一同一

当 場 子 供 文 箱 箱 箱

O

改

革

郎

九
十
二
岡
二
歩

六
+
四
両

一
歩

四
+
両
二
歩

九
文

七
丈

五
文

+
二
文

三
+

二
文

改

革

後

五
十
四
両
三
歩

三
十
九
両
二
歩

二
十

二
両
.一
歩

.

六
文

四
文

二
文

七
文

+
八
文

2)† 三 年 三.月頃 の こ ξ、(「浮世 の有 様 」四 、416頁)

3)「 梁口水 田r掃巳録」

■
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天
保
の
改
革
並
に
京
都
に
お
け
る
影
響
は
簡
車
で
は
ゐ
る
が
、
以
上
の
記
遁
に
よ
っ
て
大
趨
判
明
す
る
こ
己
、

信
や
る
が
、
こ
れ
が
西
陣
機
業
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
果
し
て
如
何
で
あ
っ
た
ら
う
か
。

天
保
の
改
革
に
よ
っ
て
絹
織
物
の
製
造
使
用
は
勿
論
、
表
具
羽
明
子
板
雛
其
他
装
飾
用
叉
は
女
子
の
髪
怖
に
至
る

ま
で
金
銀
糸
及
び
絹
織
物
を
使
用
す
る
こ
古
川
F

禁
壱
ら
れ
た
の
み
な
ら
守
、
綿
織
物
ご
雄
手
数
炉
、

h
た
る
日
間
及

び
新
規
な
る
品
、
又
は
数
奇
を
こ
ら
せ
る
も
の
、
製
造
寅
買
が
禁
出
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
織
犀
は
悶
々
手
を

蓋
し
て
ヱ
風
を
凝
ら
し
、
「
高
機
に
て
は
綿
風
遇
、
綿
厚
板
付
怖
は
申
不
及
、
偉
に
麻
糸
又
は
苧
柄
-f
用
ひ
、
唐
阿

蘭
陀
織
に
見
紛
れ
侠
撲
の
日
聞
を
織
出

L
、
又
十
刷
機
(
叶
榊
諸
問
持
円
相
明
)
に
て
は
、
紅
、
紫
染
の
立
貫
取
ま
巷
結

構
花
美
に
見
得
候
」
も
の
を
締
出
し
た
。
そ
こ
で
叉
絹
綿
交
織
物
及
び
紅
紫
等
の
染
料
の
高
慣
に
し
て
花
美
一
蹴
手

な
る
色
糸
ヤ
使
用
す
る
こ
ご
を
禁
じ
、
六
月
三
円
に
は
西
陣
各
組
々
の
頭
年
寄
一
人
宛
都
合
品
川
六
人
が
西
奉
行
所

へ
召
出
さ
れ
て
「
織
物
之
儀
御
常
所
第
一
の
名
産
故
織
屋
共
，
一
同
織
物
に
か
け
て
は
誠
に
器
用
成
事
戚
心
の
至

品
。
其
器
用
過
ぎ
て
蛍
時
的

J

御
時
節
柄
不
蛍
の
織
物
存
付
織
出
候

τも
、
下
々
の
着
用
に

M
不
相
成
、
左
依
得
ば

不
捌
に
相
成
一
同
迷
惑
致
す
道
理
由
唱
。
花
美
結
構
な
る
唐
阿
蘭
陀
持
波
、
り
の
品
々
等
に
似
寄
候
品
を
着
用
致
候
へ

ぽ
本
有
修
の
衣
服
を
し
た
ひ
英
典
念
離
れ

F
る
に
相
官
り
候
故
着
用
御
差
止
に
相
成
候
事
仁
候
間
此
庭
を
能
々
勘
考

致
、
以
来
花
美
結
構
阿
仁
見
紛
彼
ロ
問
織
出
不
申
様
』
篤
さ
訓
諭
す
る
に
至
っ
た
。
叉
「
七
月
盆
前
よ
り
練
商
ひ
高

井
に
内
入
銀
高
、
総
査
段
、
叉
織
屋
共
よ
り
絹
類
縁
代
の
請
取
候
却
師
会
等
糸
h

鹿
町
へ
御
開
合
せ
有
之
候
閥
、
以
書

論

叢

天
保
時
代
の
明
陣

第
十
九
巻

(
第
五
蝶

ヒ

) 

七
O
E

「如水町抱強」十二年穴月廿一日及び七月十八日

同ヒ、十三年五月。三日

1) 
2) 



Z肯

叢

第
十
九
巻

t
O
六

(策
E
焼

七

) 

天
保
時
代
田
困
陣

付
申
上
候
。
誠
に
細
密
の
御
礼
に
有
之
候
』
。

此
等
の
禁
制
や
取
締
り
た
め
仁
西
陣
の
機
業
は
非
常
な
影
響
を
象
っ
た
。
宮
崎
の
紋
況
を
見
る
仁
、
「
呉
服
仲
買

の
者
共
、
四
筒
月
、
六
筒
月
等
の
相
割
に
て
絹
布
多
〈
仕
入
れ
し
者
共
、
御
法
度
厳
し
〈
な
り
し
故
、
今
は
無
用

な
b

Z
て
買
孝
君
し
代
物
を
悉
(
一
冗
方
へ
差
戻
す
』
ご
hr

「
同
所
(
糊
)
は
英
服
商
責
の
者
至
っ
て
多
く
、
西
陣
一
ω

織
屋
を
始
め
、
呉
服
商
人
お
も
た
る
所
な
る
に
、
厳
し
〈
之
を
止
め
ら
れ
し
故
、
何
れ
も
大
に
困
窮
に
及
ぶ
。
別

て
繊
屋
の
下
職
を
な
し
て
糸
を
繰
り
絹
を
絞
り
、
鹿
子
を
結
び
縫
を
な
し
、
‘
大
鷲
絞
っ
み
杯
し
て
世
を
渡
ち
た
る

者
共
、
柳
も
な
す
べ
き
業
も
な
け
れ
ば
、
何
れ
も
飢
餓
に
迫
h
L
Z
見
え
て
、
五
月
下
句
に
至
h
て
は
首
経
、
捨

子
な
Y
」
至
っ
て
仰
山
の
事
な
り
ご
い
ふ
」
等
の
記
事
の
存
す
る
こ
ご
に
よ
り
て
も
西
陣
の
不
況
は
察
す
る
に
難
〈

+are
、。

t

1

b

 

真
に
十
四
年
九
月
六
日
に
も
再
び
西
陣
の
者
が
呼
出
さ
れ
て
花
美
巧
妙
な
る
新
織
物
の
禁
止
が
傍
へ
ら
れ
た
。

こ
れ
は
入
月
に
脊
美
な
る
衣
服
禁
止
に
閲
す
る
江
戸
の
町
制
が
あ
h
、
京
都
井
仁
上
州
桐
生
武
州
八
王
寺
織
元
を

始
め
其
他
へ
命
壱
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
洛
中
洛
外
へ
再
び
布
令
さ
れ
た
次
第
で
あ
る
が
、
其
際
召
出
き
れ

L
者
が
申
令
せ
、
嘗
時
専
ら
織
立
居
り
し
木
綿
博
多
の
内
、

至
っ
て
目
立
ち
y
し
も
の
、
ヌ
手
鑑
り
し
様
に
見
ゆ
る

も
の
、
郎
も
紋
織
、
常
盤
織
、
し
め
切
織
、
紅
紫
色
の
も
の
は
、
爾
後
織
立

t
5
る
こ
Z
に
一
決
し
た
正
の
こ
Z

で
あ
る
。

八

同上

「浮世の有様」回、 416頁

「如水町記録』
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天
保
の
改
革
、
殊
に
西
陣
に
於
け
る
所
謂
「
禁
絹
A
T
』
は
以
上
の
如
く
で
ゐ
る
が
、
種
々
な
る
憶
設
も
行
は
れ
た

も
の
ご
見
え
、
天
保
十
四
年
二
月
奉
行
所
よ
b
の
町
人
の
衣
服
制
限
に
闘
9
る
再
度
り
論
旨
に
は
、
「
叉
此
皮
の

御
法
度
を
コ
ゴ
同
法
度

ω
如
(
存
違
候
者
有
之
哉
仁
聞
へ
候
。
此
度
の
御
題
意
は
永
代
の
御
法
度
に
つ
き
謹
心
得
致

き
い
・
る
様
存
す
ぺ
〈
候
」
正
い
ひ
、
同
年
間
九
月
二
十
六
日
の
令
に
も
「
此
節
江
戸
表
仁
而
御
法
度
の
衣
服
英
外

御
改
革
の
品
に
御
模
様
替
へ
有
た
り
係
官
組
ケ
不
取
留
義
序
説
致
候
越
相
聞
え
不
蒋
之
至
り
に
候
。
此
上
右
館
内

儀
流
布
致
候
者
有
之
候
は
い
急
度
可
申
附
候
問
、
決
而
浮
説
流
布
致
問
獄
、
是
迄
迫
々
被
仰
渡
置
候
趣
厳
重
に
相

守
可
申
候
』
Z
い
へ
る
如
き
を
の
一
涯
を
示
す
も
の
で
あ
ら
う
。

hr
、
る
浮
設
が
行
は
る
、
の
み
な
ら
十
、
年
月
の
経
過
ご
共
に
次
第
に
そ
の
取
締
は
弛
み
し
も
の
、
如
く
で
あ

る
o
天
保
十
五
年
(
鵡
靴
)
六
月
の
ム
ザ
を
見
る
ご
「
此
頃
に
手
り
無
何
ご
相
弛
み
候
哉
、
中
に
は
密
々
御
法
度
の
日
間

相
用
ひ
女
子
の
髪
の
鍔
り
に
色
裂
杯
用
f

候
者
も
有
之
由
相
聞
え
、
宮
入
者
申
迄
も
無
之
、
町
役
人
共
も
示
方

等
開
放
の
儀
ご
相
聞
へ
不
蒋
の
事
に
候
」
云
々
さ
い
っ
て
ゐ
る
が
、
「
如
水
町
記
録
」
を
見
る
言
、
右
の
禁
絹
A
T
一

件
に
閲
す
る
記
録
の
末
尾
に
『
天
保
十
二
年
六
月
よ
h
右
弘
化
一
万
年
六
月
の
御
糊
書
(
間
開
)
此
よ
h
後
も
御
鯛

書
無
之
自
然
次
第
/
¥
に
相
弛
み
申
候
」
芭
あ
っ
て
、
過
酷
急
激
な
ら
し
改
革
も
絡
に
龍
頭
蛇
尾
仁
終
り
し
こ
芭

を
明
か
に

L
て
ゐ
る
。

天
保
の
改
革
に
よ
っ
て
問
屋
仲
間
が
廃
止
さ
れ
同
業
者
の
園
結
ピ
濁
占
檎
Z
を
解
い
て
、
物
債
の
引
下
を
計
ら

ん
正

L
た
こ
ご
は
前
越
の
如
〈
で
あ
る
が
、
其
結
果
は
濠
期
に
反
し
て
物
債
下
直
に
も
成
ら
今
、
却
て
従
来
の
商

話旨

叢

七
O 
-l 

天
保
時
代
白
西
陣

(
第
五
慌

士一一一)

第
十
九
巷

r" 水町~B錦 1
同上

1) 

2) 



論

叢

七
四
)

七
O
入

天
保
時
代
田
西
陣

第
十
九
巻

(
第
五
腕

業
組
織
を
奈
り
不
融
通
さ
な
っ
た
。
そ
こ
で
水
野
越
前
守
惑
き
て
阿
部
伊
勢
守
代
る
に
及
び
、
嘉
永
四
年
に
嘗
時

現
在
の
姿
を
以
て
問
屋
仲
間
の
再
興
を
認
む
る
こ
吉
、
な
h
し
も
の
で
あ
る
が
、
西
陣
の
織
屋
其
他
の
仲
間
に
つ

い
て
も
勿
論
同
縫
で
あ
る
。
但
、
組
合
員
の
人
数
、
居
住
の
地
域
等
に
つ
い
て
は
多
少
の
制
限
を
附
し
た
も
の
、

如
〈
で
あ
る
。
帥
も
六
年
十
二
月
十
日
の
A
?
を
見
る
ご
『
尤
和
紙
絹
問
屋
、
他
閏
醤
泊
費
問
屋
、
他
所
買
櫨
屋
、

上
菓
子
屋
は
此
後
人
数
相
滅
候
は
い
以
前
之
団
地
定
人
数
迄
者
減
切
に
い
た
し
、
続
屋
町
十
町
之
外
に
龍
在
候
品
川
波

世
の
者
は
六
ヶ
月
を
限
、
右
町
々
へ
引
越
、
西
陣
外
に
罷
在
候
高
機
織
臓
の
者
は
是
叉
六
ヶ
月
を
限
b
西
陣
内
に

引
越
可
申
以
前
人
数
定
無
之
秀
者
増
減
勝
手
次
第
に
可
致
候
」
一
五
々

Z
ゐ
る
。
か
〈
て
西
陣
の
各
穂
機
業
仲
間
は

ぞ
の
仲
間
の
名
前
帳
を
提
出
し
て
再
興
せ
ら
る
、
に
至
っ
た
。

九

西
陣
の
機
業
は
徳
川
時
代
の
後
竿
r
い
於
て
は
、
他
の
機
業
地
の
勃
興
に
底
せ
ら
れ
て
、
従
前
の
如
き
濁
占
的
地

位
を
維
持
す
る
を
得
g
h
し
も
の
で
あ
る
が
、
幕
末
期
に
至
つ
て
は
機
業
家
の
図
窮
真
に
甚
し
く
、
天
保
年
間
に

は
、
他
の
機
業
地
の
綾
田
此
に
基
〈
恒
久
的
の
原
因
の
外
に
、
飢
僅
井
に
禁
絹
A
ザ

τ
ふ
一
時
的

ω原
因
も
之
に
加
は

っ
て
、
機
業
家
は
的
問
か
に
木
綿
織
の
製
繊
に
鞠
や
る
こ
古
に
よ
っ
て
、
そ
の
生
業
を
維
持
せ

L
も
の
で
ゐ
る
が
、

捲
土
重
来
mv
活
動
を
見
争
、
安
政
年
間
に
は
米
間
明
主
総
痩
ご
の
高
直
の
斜
め
に
職
工
附
散

せ
む
ご
す
る
有
様
を
呈
し
、
{
日
米
一
千
石
の
貸
下
を
乞
ふ
て
、
之
れ
が
救
済
に
営
り
し
事
賀
も
ゐ
hJ
、
途
に
品
韓
日

仲
間
再
興
の
後
ご
雄
}

の
盛
況
を
再
現
す
る
ニ
ご
な
〈
し
て
.
明
治
の
新
時
代
に
入
b
し
も
の
で
あ
る
。

「諮問屋刊明剖J(徳川時代尚業叢書所収)

「泣時削f中ケ!同 F附帳」

安政七年三月十二日丈久二年十一月の文書
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